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【研究概要】

レーザー加工は様々な長所を有するが、利用に際して多量の
微粒子が発生することが知られており、放射性物質で汚染さ
れている廃炉廃棄物に対する適用が躊躇されているが、その
発生メカニズムは不明な点が多い。そこで、本研究は、その
微粒子発生を基礎に立ち戻って検討するとともに、エアロダ
イナミックレンズを用いて微粒子を捕集することで粒径分布
を測定し、さらに微粒子を構成する核種をレーザーによりオ
ンラインで計測するための原理装置を開発する。
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